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SSMIS輝度温度デー タを用 い た台風強度推定法の 開発

＊

櫻木智明，北畠尚子 （気象研究所）

1．は じめ に

　気象研究所台風研究部で は ，こ れ ま で 台風強度推

定法の
一

つ と・し て，TRMMITMI の輝度温度パ タ
ー

ン を利用 した最大風速推定法を開発し て きた （2013

年秋季大会 P137 他）．し か し，　 TRMM は衛星 1 機

で の観測で あ っ た た め推定頻度が 小 さ く，現業利用

の た め に は よ り 高頻度に推定を 行 うこ と が 望 ま しい ．

そ こ で今回 は ，現在 DMSP 衛星 3 機に搭載され て

い る SSMIS セ ン サ ーの 輝度温度データ を用 い て新

た な推定法 の 開発 を行 っ た．また，推定式作成に あ

た り， 変数選択 の 妥 当性 の 説明が
一
卜分で な か っ た場

合があ っ たため，変数選択に代わ る もの と し て 輝度

温度パ ラメ
ー

タにつ い て 主成分分析 を行 っ て そ の ス

コ アを用 い ることで，多数 の パ ラメ
ー

タが 台風 の 構

造 ・強度との 関連に 応 じて 反 映 され る よ うに した．

今回 は 輝度温 度分布 の 非対称性 に 関す る パ ター
ン 分

類を 行 わず，Hoshine 　and 　Nakazawa （2007 ，以後

HNO7 ）と同様の非軸対称性 を考慮 し ない パ ラ メ ー

タを使用 した，

2 ．使用 したデータ及び手法

　本研究 で は ， 2011〜2013 年に北西太平洋で発生

し tF台風で回帰式 を作成 した．台風中心位置及び推

定式作成 の 際の 最大風速 の 被説明変数 として は，気

象庁ベ ス トトラ ッ クデー
タを使用 した．こ の 期間に

SSMIS に よ り観測され た台風 は計 1474事例である，

　SSMIS に よ る輝度温度の 観測周波数帯は 19，22，

37，91（｝Hz で，10GHz がない 点が TMI と 大き く

異 な る．また水平解像度は約 12．5km （91GHz ）で，

TMI （85GHz で 約 5km ）と比 べ て粗い ．こ の デー

タを用い て ， HNO7 と同様だが半径 0．25
°

の 円を加

えた図 1 の 各領域 （円環も含む 15 種類）に つ い て ，

パ ラメ
ー

タと して 輝度 温度 の 平均値 ， 最大値 ， 最小

値，チ ャ ン ネル 別に設 定した閾値以上 の 輝度温度を

持つ 面積率を計算し た ．た だ し，ベ ス トトラ ッ ク 最

大風速 との 相関係数が 0．2以下 の もの は除外 し，741

個の パ ラメ
ー

タを使用 し て主成分分析を行 っ た．

3 ．結果

　主成分分析の 結果，第 1 主成分の 寄与率が約 O．57

とな り，台風 の 構造 の 主要 な部分 が 第 1 主成分 で 表

現 され る こ とが 示唆 され た ．こ の 主成分 は半径 O．25
〜 1．5°

の 円環領域等の 対 流活動度を示唆するパ ラメ

ー
タ の寄与が 大きく，眼 の 壁雲の 組織化 と 関係 が あ

りそ うである．こ の 第 1 主成分とベ ス トトラ ッ ク最

大風速 との 相関係数は ・O．73 と高い （図 2）．こ の 第

1 主成分を含め ，累積寄与率hS　O．8 を超え る第 6 主

成分まで の 主成分 ス コ ア を説明変数 とし，気象庁べ

ス トトラ ッ クの 最大風速を被 説明変数 とした回帰式

を作成 し た．そ の 回帰式を従属資料 （2011 〜2013

年の台風〉に適用 した最大風速の 推定結果 を図 3に

示 す．RMSE は 6，13m 　s
’
旦 となっ た．

　本研究 と同様に非軸対称性を考慮せ ず，TMI 輝度

温 度データ を用 い て 統計的な変数選択法 に よ り推定

式 を 作成 した HNO7 で は ， 従属事例 の RMSE は

6．71nls
’
1 で あっ た．利用 したデー

タ期 間 が異なるた

め 直接比較は で きない が ，SSMIS では 10（｝Hz 観測

がない こ とや水平解像度が粗い こ とも考慮すると，

今回の 結果は 期待が持て る精度で あ る ，

　今後は，独立資料で の精度検証を行い ，また，使

用する パ ラ メ
ー

タの 絞 り込 み に よ る 主成分分析や強

度推定 の精度向上 を目指す．更に，今回 の 主成分分

析 に よ っ て抽出 され た 台風 の 構造 の 特徴の 理解等を

進 め て い きた い ．
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図 1 パ ラ メ

ー
タ算 出 の た め の 領域設 定 と推定結果の 例，
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図 2 第 1 主 成分ス コ ア （横軸）とベ ス ト トラ ッ ク 最大 風

　 速 〈縦軸〉の 散布図．
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図 3 ベ ス ト トラ ッ ク 最大風 速 （横軸） と本 手 法 の 推 定 値

　　 （縦軸）の 比較結果．実線は近似直線，
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